




































　　This	 paper	presents	 development	 of	WBT	 teaching	material	 using	 item	
response	 theory.	 	Recently,	 the	difference	of	student's	proficiency	by	a	decrease	
in	 the	number	of	 students	 is	growing.	Therefore,	 the	 teaching	material	making	
that	exists	 in	each	student's	proficiency	to	be	difficult	 to	raise	the	 learning	effect	
in	the	same	content	of	the	lecture,	and	to	raise	the	learning	effect	is	needed.	Then,	

















































































用いた。1PL モデルでは項目 i の正解率は以下
の式で表される。
（１）
ここで（1）式の D と a は定数で D=1.7、a=1
である。また、βi は項目難易度を表し、θは
被験者能力を表している。従って、正解の確率











































5.2?Moodle ???? e-learning ???
????
　 前 述 し た Mooble を 用 い て 作 成 し た




















　ロジット・インコレクト = ln （（1 –p）/p ）　（2）











IP アドレス IP アドレスに関する基礎的な知識や計算問題など
ルーティング スタティックルーティングやダイナミックルーティングなどの基礎知識など
その他の技術 VLANや NAT、DHCPなどのルーティング以外のネットワーク技術など
CISCO	IOS コマンド CISCOルータの IOS コマンドに関する問題など
ネットワーク構築 小規模ネットワークを構築するための機器の接続や IP アドレスの配分方法など






































は 4択問題であるため 25% の確率で偶然正解
することになる。そのため、当て推量を考慮
した 2PL モデルなどの利用を考慮する必要が
ある。③については、標本数が 100 ～ 200 程度
必要となっており、今回の標本数では少し少な








IP アドレス 0.461 0.868
ルーティング -1.213 -0.117
その他の技術 -0.175 0.805
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